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ヒカリテラス御前崎（静岡県御前崎市）

調査検証

コース

御前埼灯台光でつなぐプロジェクト
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コンソーシアム名 ヒカリテラス御前崎

調査検証を構想した背景

仮称「御前埼灯台200年構想」の調査・検討
御前埼灯台と御前岩灯台それぞれの建設の背景、歴史やその役割を調査します。

それらの情報を通じ、「新たな関係性と、御前埼灯台・御前岩灯台と人のつながり」を

コンソーシアムを通じ、当地域の人たちと考え共有します。

①「御前埼灯台に来る人のニーズを検証」

②「御前岩灯台について調査し、発信可能な情報を整理し魅力を醸成する」

③「御前埼灯台と御前岩灯台を『繋ぐ』連携した情報発信」へ向けた調査

1.調査・検証概要
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構成団体 一般社団法人御前崎スマイルプロジェクト、御前崎市、

御前崎市商工会、御前崎市観光協会、

株式会社富士テレネット、株式会社フェイス

「御前埼灯台周辺活用と整備」に向けた検証と検討

上記の検証から、今後この地域にどのような活性化の手段や方法、そして御前埼灯台と御前岩灯台との新たな関係（関わり

方）と灯台の新たな役割や価値を、各ステークホルダーの方々と対話の中で見出して行きます。

2074年御前埼灯台200周年の年として、その時代に灯台を受け継ぎ、活用する人材にバトンを繋ぐ活動を計画。

御前埼灯台初点灯から151年目の今年2025年を「新たな御前埼灯台の価値を創出するスタートの年」としての調査・検証を

実施。また、3年後2028年（4月20日）の御前岩灯台70周年に向けた準備も行う。
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コンソーシアム名 ヒカリテラス御前崎

仮説のメインテーマ：灯台×つなぐ（繋ぐ）の事業で、灯台を訪れる人を増やす

調査検証の目標～明らかにしたい仮説
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構成団体 一般社団法人御前崎スマイルプロジェクト、御前崎市、

御前崎市商工会、御前崎市観光協会、

株式会社富士テレネット、株式会社フェイス

御前埼灯台は灯台下の道路が整備され、御前埼灯台や灯台下へのアクセスがしやすい。

【『繋ぐ』＝人と人、地域と地域、灯台と灯台、そして、人と地域と灯台】の可能性を検証し検討する。

①御前埼灯台151年目の2025年を、「灯台と繋ぐ」事業のスタート。

②御前岩灯台の調査を進め、3年後2028年の70周年にも繋げ、市民や市外への認知を図る。

③御前埼灯台の地域的価値を創造する取り組みを進め、2074年御前埼灯台200周年へ。

次世代へのバトンを渡す取り組み・仮称「御前埼灯台200年構想」を目標に、御前埼灯台の新たな価値を考え

る取り組みを計画。

御前埼灯台での情報発信と交流、リサーチとしてのイベント実施

本年は主にリサーチと検証を課題とする。その中でイベントの開催は、御前埼灯台前広場で行う。

御前埼灯台へ来る灯台見学者や地元の人たちに対しアンケート調査を行い、灯台の利活用のデータも収集する。



御前埼灯台光でつなぐプロジェクト

基礎データ、設置された経緯、関係者インタビュー
01survey

御前埼灯台・御前岩灯台の基礎調査

survey 05
実証実験
情報発信・交流・リサーチのためのイベント「風と灯台フェスティバル」の開催、

プレスカンファレンス

survey 04
オートバイ利用者の調査検証

①オートバイ利用者との交流に関する注意点など確認

②オートバイメーカーやバイク関連企業などとの情報共有

③県内や関東〜東海エリアにおける近隣の灯台団体との情報交換と共同活動の可能性

についての確認、意見交換

survey 03
インターネット調査
（A：地域住民や地元観光事業者 B：一般の２種）

①御前埼灯台に関する調査

②御前埼観光に関する調査（灯台利用者比率の確認）

survey 02
御前埼灯台への来場者調査
①アンケート調査A:御前埼灯台前広場での調査

②アンケート調査B:御前埼灯台下駐車場での調査

写真
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３.調査・検証方法
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４.調査検証の成果（対象灯台の基礎データ等）

おまえさきとうだい

御前埼灯台

御前崎周辺の海域は、黒潮と駿河湾の潮流が激しくぶつ

かり合う上に、多くの暗礁が散在し、昔から海の難所と

して船人に恐れられてきました。駿河湾と遠州灘を隔て

る岬の先端に建設された御前埼灯台は、東に横浜、東京、

西には名古屋、大阪という都市と港の中間に位置し、明

治維新以降の海外交易、国内の船の航行の安全を守る重

要な灯台となりました。

2024年5月には初点灯から150周年を迎えました。

初点灯 1874（明治7）年

灯台の高さ 22.47m 

灯りの高さ 17.3m 

灯質 単せん白光（10秒に１せん光）

光達距離 約36km 

レンズ 国産第三等大型フレネル2面レンズ

構造 煉瓦造、床及び開口部は石造

形状 塔形（煉瓦二重円筒構造）

設計者 リチャード・ヘンリー・ブラントン
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2025年11月2日(日曜日)

風と灯台フェスティバル
開催

日 時 午前10時〜午後3時30分

会 場 御前埼灯台前広場「ウミエール」

内 容 風ぐるま作り、灯台メッセージ募集

芋爺さん紙芝居、読み聞かせ会、

灯台図書館、灯台マルシェ、

アンケート調査、他
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風と灯台プロジェクトリポート① 2025年11月2日(日曜日)

11月初旬の御前崎市としては、寒い日曜日

となり、入場者が予想より多くありません
でしたが、600名弱の来場者がありました。

御前崎にサツマイモが伝来した「いも爺さ
ん」の物語の紙芝居を芝生広場で披露しま
した。
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風と灯台プロジェクトリポート② 2025年11月2日(日曜日)

11月初旬の御前崎市としては、寒い日曜日

となり、入場者が思うほど多くありません
でしたが、600名弱の来場者がありました。

昨年に引き続き風車作り体験と、飾り付け。
また今年は、地元の県立池新田高校のダン
ス部のパフォーマンスも披露されました。
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４.調査検証の成果（対象灯台の基礎データ等）

ごぜんいわとうだい

御前岩灯台

昭和33年（1958）、御前埼灯台の

東方３kmの海上「沖御前」に御前

岩灯台が設置されました。この海

域には「御前岩」と呼ばれる暗礁

があり、この海上に世界初の洋上

灯台が建設されました。工事費

3,268万円はこの年度の御前崎町の

予算とほぼ同額の大規模な工事で

した。御前崎沿岸では明治18年

（1885）から昭和33年（1958）ま

でに150隻余の遭難事故が発生し、

その７割弱が御前岩への乗り上げ

事故でしたが、この灯台により事

故は無くなりました。

初点灯 1958（昭和33）年

灯台の高さ 記録調査中

灯りの高さ 18m 

灯質 群せん白光（8秒に２せん光）

光達距離 約14km 

レンズ 第五等レンズ

構造 鉄造

形状 塔形

設計者 海上保安庁灯台部工務課長の発案
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御前岩灯台の見学① 2025年12月6日土曜日

御前岩灯台周辺は、岩礁が多く水深10m強の周辺まで接近しました。

観光釣り船
博栄丸
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御前岩灯台の見学② 2025年12月6日土曜日

▼映像URL
https://www.youtube.com/watch?v=O-8rVhlrtwQ

https://www.youtube.com/watch?v=O-8rVhlrtwQ
https://www.youtube.com/watch?v=O-8rVhlrtwQ
https://www.youtube.com/watch?v=O-8rVhlrtwQ
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御前岩灯台のデータ

御前崎市立図書館アスパルの貯蔵資料をも

とに、御前岩灯台に関する書籍や関連資料の

調査を行った。その結果、当時の御前崎小学

校6年生による手記が現存していることが確

認された。この手記には、御前岩灯台（灯

標）の建設に対する期待や関心が記されてお

り、灯台整備が地域にとって重要な出来事と

して受け止められていた様子がうかがえる。

特に、児童による記録が残されている点か

ら、灯台建設が単なる航路標識の整備にとど

まらず、地域社会全体にとって将来への希望

や安全への願いを象徴する存在であったこと

が読み取れる。こうした資料は、当時の地元

住民が海の安全確保に強い関心を持ち、灯台

の完成を心待ちにしていた歴史的背景を示す

貴重な証左であるといえる。
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御前岩灯台のデータ

御前岩灯台付近の岩礁については、各岩礁の位置や名称を示した詳

細な呼称図が残されている。これらの資料からは、周辺海域に大小さ

まざまな岩礁が密集して存在していることが確認でき、航行上の危険

性が非常に高い海域であることが読み取れる。

特に、細かな岩礁一つひとつに固有の名称が付けられている点は、

過去において船舶の航行や漁業活動において注意すべき危険箇所が多

く存在していたことを示している。こうした命名は、地域の海に精通

した漁業者や航海関係者が、安全確保のために危険箇所を共有してき

た歴史の表れともいえる。

これらの状況から、御前岩灯台周辺の海域では、かつて海難事故が

頻発しており、灯台（灯標）の設置が強く求められていた背景がうか

がえる。

御前岩灯台
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オートバイ利用者に関する調査① 御前埼灯台下駐車場など
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オートバイ利用者に関する調査② アンケートのデータ集計
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オートバイ利用者に関する調査③ アンケートの結果のまとめ
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オートバイ利用者に関する調査④ 清水灯台の見学

清水灯台の見学と清水海上保安部への訪問

清水灯台（静岡市清水区三保）の見学を行
い御前埼灯台との連携の可能性、駐車場や
アクセスの確認を行いました。

また、清水海上保安部本部へ伺い、御前岩
灯台の資料確認、今後の灯台利活用への協
力などをお願いしました。2025年12月
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◆御前岩灯台（灯標）の建設に対する期待や関心が記されており、灯台整

備が地域にとって重要な出来事だったことがわかった。

◆小学生の手記があることから、御前岩灯台の建設が単なる航路標識の整

備にとどまらず、御前崎の地域社会全体にとって将来への希望や安全への

願いを象徴する存在だったことがわかった。

◆一方で、現在は御前岩灯台を知らない人も少なくない状況である。

御前岩灯台（灯標）が当時の人々にとって、どれだけ待望の灯台だっ

たか、その建設によりどれだけ海の事故が減少したかをさらに調査し

たい。

御前崎地域での漁業者、建設関係者などへのヒアリングも含め、当時

の話や人々の声なども確認していく。

◆11月2日(日曜日)開催に灯台広場を会場に、600名弱の集客はあったが、

天候が寒くイベントとしての賑わいづくりにはあと一歩だった。

◆とはいえ、子どもや家族連れの皆さんの灯台での滞在時間を長くするこ

とができ、思い出作りになる内容を作れたのではと思う。

◆御前埼灯台に興味のある人は潜在的に多く、情報は喜ばれる。

現在の子どもたちが、2074年の御前埼灯台200周年への人材となって

もらうための「思い出」や「価値」の発信を引き続き行う。

また我々と、地元の高校生たちなどにも関わっていただき、各世代の

つながりを持った活動として、新たなステークホルダーを開拓してい

く。また、自走可能な有料コンテンツも開発する。

御前岩灯台の価値、そして存在する理由を

発信し、これまでとこれからの灯台の価値を発信

御前崎沖の難所、御前岩灯台に対する

地元の人たちの期待や、海そのものへの畏敬を実感
課
題

施
策

御前埼灯台を地域のランドマーク、プラットホーム

としての活用し、200周年への人材を増やす

「風と灯台フェスティバル」による賑わい創出課
題

施
策

今回、ライダーへの「灯台についての聞き取りアンケート調査」により、

灯台とライダーの親和性の高さについて確信を持つことが出来た。この親

和性の高さを利用し、灯台を活性化させるために新たなコンテンツの開発

が必要である。

灯台周りの駐車場や店舗（飲食、宿泊など）の魅力を発信し、ライダー

が情報を得やすいように発信する。（SNS利用および関係各所との連

携）パンフレットやマップの再整備、専用駐輪場の整備、周辺店舗への

協力依頼など。ノベルティの作成、配布なども検討。

上記の聞き取りアンケートにより、ライダーのみなさんはツーリングで

500～1000kmにもおよぶ距離を移動している方が多く、そのフットワーク

の軽さを知ることが出来た。灯台と灯台をつなぐコンテンツは訴求力があ

ると考えられる。また、各地の灯台への来訪経験者が全体の70％越えとい

うデータも得ることができた。

灯台から灯台へのポイント（スタンプ）ラリーを実施し、点ではなく

灯台と灯台を線で、あるいは面でつなぐ企画。それぞれの灯台関係者

との連携、またバイク関連の雑誌社、インフルエンサーなどを巻き込

んでラリーイベントを実施する。

灯台を訪れるライダーに喜びと感動を与え、再訪
を促すための施策を

灯台×ライダーのコンテンツ開発について①課
題

施
策

灯台と灯台をライダーがつなぐ【灯台乗りラリー】灯台×ライダーのコンテンツ開発について②課
題

施
策

５.調査検証によってあきらかになった課題とその解決のための施策案

20
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2025/10/31〜11/6 ヒカリテラス御前崎プレスカンファレンス（御前崎ケーブルテレビ）

2025/11/7〜11/13 風と灯台フェスティバル2025（御前崎ケーブルテレビ）

2025/12/26〜2026/1/1 御前岩灯台視察・撮影（御前崎ケーブルテレビ）

のべ3媒体

7.メディア露出

21



調査検証をふまえた

今後の展開案

22



御前埼灯台光でつなぐプロジェクト今後の展開案 １．コンテンツ（何に取り組むか）

事業背景1

ポテンシャル

御前埼灯台のポテンシャルの高さとして、①町や道路からのア

クセスの良さ、②歴史的知名度、③地域的な愛着度と人気が挙

げられる。これらを背景に、安定した来訪者が見込まれ、さら

に新たな価値を提供することが可能。

私たちが取り組む理由とねらい

御前埼灯台と御前岩灯台を調査分析し、より有効な地域資産として活用す

ること。御前埼灯台と御前岩灯台の魅力を磨き、来る価値、登る価値、見

る価値を可視化する企画を考えたい。

事業名

御前崎ふたつの灯台リレーション

「灯台×つなぐ」活動の2年目として御前埼灯台と

御前岩灯台それぞれの灯台の歴史や特徴をさらに

検証し、考えその魅力の発信に努める。

また、ライダーやその他の灯台来訪者に提供でき

る情報やサービスを、地域の人々と一緒に考え推

進する。

御前岩灯台の検証

写真説明あいうえおあいうえおあいうえお

事業背景2

事業概要

すでに多くのライダーが灯台周辺を訪れており、その半数以上

の方々が灯台への来訪と登頂を経験している。ライダーの移動

距離の長さも灯台と灯台をつなぐための一助となり得る。

世界初の洋上工法で建設された御前岩灯台の技術や、建設の意

義は特有のもので、もっと発信し知っていただくべき内容と思

う。また、御前岩灯台のある御前岩周辺の海域の情報や当時の

御前崎の人々の思いについてもさらに詳しく調査が必要。

前述の通り、御前崎市は現在、観光協会を中心に「＃オマエザキライダー」をブランディ

ングし、ライダーによる観光活性化に取り組んでいる。灯台とライダーの親和性の高さに

ついても調査により明らかとなった。この環境と状況を活用することにより、灯台周辺の

さらなる活性化と灯台の存在認知につなげていく。

御前埼灯台と御前岩灯台を活用した商品の開発を、コンソーシアム全体で検討し、試験運

用や実証運用を計画する。今年度行った、御前岩灯台の船での見学や飲食店における灯台

商品の検討なども進め、自走に向けた取り組みを進める。
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御前埼灯台とライダーをつなぐ活動

御前埼灯台来場者との交流 灯台に関する観光メニューの検討



御前埼灯台光でつなぐプロジェクト今後の展開案 ２．実施体制（誰が取り組むか）

熱源となる人たち

（核となる主体者）

熱源を支える人たち

（その他の主体者）
協力者

事業名：御前崎ふたつの灯台リレーション

ヒカリテラス御前崎

御前崎スマイルプロジェクト、市、商工会、観光協

会を主体に、今後は御前崎ケーブルテレビでの放送

の強化、教育委員会とも灯台利活用を推進する。

御前崎市観光協会

協会内の未来部会において「＃オマエザキライダ
ー」を推進している。彼らの想いと協調し、ライダ

ーによる灯台周辺の活性化を図る。

灯台関係者

燈光会御前崎支所、御前埼灯台を守る会
といった地元で灯台に関わる人たちの協力を得て企

画を盛り上げていく。

インフルエンサー

特にライダーイベントなどの告知において協力を仰
いでいく。可能であれば、イベントの立ち上げから
数回に渡って取り上げていただき、共創するイメー

ジを作り出して盛り上げていただく。

バイク関連企業・団体
（雑誌社、バイク用品メーカーなど）

ラリーイベントを実施する際の告知やノベルティ作
成などにおいて協力を仰ぐ。用品メーカーにおいて
はすでにオマエザキライダーイベントでの実績あり。

地域の商業者、事業者

御前埼灯台や御前崎の海を活用したビジネスモデル

や新サービスを検討し、その試作作業をイベントに

組み込んでの取り組みを検討する。

清水海上保安部

御前埼灯台の管理団体として様々な許認可、対応な
どを相談していく。

御前崎市（商工観光課ほか）

行政機関として灯台周辺地の利用やイベント告知、
広報活用などの協力を仰ぐ。
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御前埼灯台光でつなぐプロジェクト今後の展開案 ４．自走のイメージ

25

事業名：灯台と人を新たにつなぐ【LIGHT ON！灯台リレーショON！（御）】

本事業が
目指す型

分類 自走化の方法 中心となる事業者

✓ Ⅰ ビジネス型

灯台および付属施設等をホテルなどに利活用する、

または

灯台および周辺地域の魅力をコンテンツとして利活用することで、

ビジネスとしての収益化を達成し、自走する。

民間事業者

Ⅱ 非営利
収支均衡型

灯台及び周辺施設等を活用し、

イベント開催や観光ガイド等を組織しながら、主として、

収支均衡となるような小規模の地域活性化事業を行い、

非営利団体として、自走する。

非営利任意団体、
NPO等

Ⅲ 自治体
補助金型

自治体が主体となり、

新たに地域課題や観光資源の一つとして

灯台及び周辺施設等を位置づけることにより、

自治体の予算やリソースが投入され、自走する。

自治体

Ⅳ お祭り協賛型

灯台に係るイベントを開催することで、

灯台を含むエリアの新たな価値と集客・ＰＲ効果を創造し、

地元自治体や地域企業からの協賛金や、出店料、

参加者から入場料などの

イベント収益によって、自走する。

イベント事業者、
放送局

新たな灯台利活用モデル事業が定義する「自走化４分類」のうち、本事業は以下を目指します



調査検証資料
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御前埼灯台光でつなぐプロジェクト調査検証資料
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御前埼灯台光でつなぐプロジェクト

【御前岩灯台 画像】
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調査検証資料



御前埼灯台光でつなぐプロジェクト

【＃オマエザキライダー 関連画像】
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調査検証資料



御前埼灯台光でつなぐプロジェクト

【バイク（ライダー）関係者へのヒアリング調査】

30

③福田様

・灯台とライダーを絡めるのであれば、やはりラリーが良いのでは？

→ポイントを稼いでゴールが御前埼灯台となるように

→例えば田原市（伊良湖）をスタートして湖西→浜松→御前崎などであれば一日で回れる

→ゴール時に日没が見られると良いかも

・オマエザキライダーと共にプロモーションすると集客につながるのでは？

→御前崎は朝活カフェなどでつながっているのでお手伝いしやすい

・キャラクターなどを作って灯台と灯台をつなげるような仕組みで集客する？

・まずは社として対応できるかプロモーション担当者を交えて打ち合わせを

→1月中に一度打ち合わせを行う

→先んじて概要書などをいただきたい

・できれば、イベントは持続可能なものにしていく方向が望ましい

→続けていくことができる仕組みづくりを

→バイク女子の取り込みなどもできると良い

■ライダー×灯台 関係者ヒアリング

<ヒアリング先>

① モーターマガジン社 二輪事業部 ウェブ担当チーフ 岩瀬様

② Youtuber せんちゃん ＆ チャンネル運営スタッフ 井上様

③ 株式会社デイトナ 海外総括・事業開発部 新エネルギー開発グループ 福田様

<ヒアリング内容>

①岩瀬様

・2年前に灯台サミットの壇上において「灯台×ライダー」に関する提案をしたことがあったが、

その後、社内の別プロジェクトで繁忙になってしまい、推進することができずにいた。キーワード

として「灯台守り」ならぬ「＃灯台乗り」

・御前崎としてどのようにすすめていきたいかを明確に

→海と灯台プロジェクトには「ヒカリテラス御前崎」としてコンソーシアムで臨んでいる

・モーターマガジン社としては「本（雑誌）」「Web」「動画」「イベント」などの協力ができる

・灯台とライダーをつなげるイベントとすると、やはり「ラリー」形式が良いのでは？

→やり方は様々あるので検討が必要

→アプリを開発するとなれば500万程度の資金が必要、VRなどを導入している例も

→集客が課題となる、社としてはSNS、取材対応などもできる

→実施時期も大事、春や秋が良いが、他イベントとの兼ね合いもある

・具体的に進めていくとなれば打ち合わせが必要

②せんちゃん＆井上様

・灯台とライダーは親和性が高いと思う

・灯台を目的地とした動画はまだ撮影していないが、面白いと思う

・ラリーを実施するのであればアプリなどがあると良い

→アプリ会社は紹介できる･･･ジオロケーションテクノロジー

→バイクのログを残せるシステム

→ツーリングの会社もある

・何をどうしたのかを決める必要がある

・イベント実施の際はゲストとして参加することは可能

→集客における協力可、実施前の告知などもできる

調査検証資料



富士山と駿河湾を繋ぐ光と風の岬から

新たな出会いをつくる。

御前埼灯台・御前岩灯台

御前埼灯台下の357号線から 31
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